
●講義の概要
　まちづくりや都市計画に関わる主要なテーマについての一
般論と、それぞれのテーマに関連する具体的な事例を通じた
現場のリアルな実態を学ぶとともに、フィールドワークによ
り理解を深める。各種資料（文献、実例）や写真を豊富に使っ
て講義を進める。

●講義の到達目標
　まちづくりの概念を含む広義の都市計画についての基礎的
な知識を習得する。また、近年の社会潮流を背景としたまち
づくりの課題を身近なものとして捉えるための「まちを見る
目」（一人称の視点）と、解決の方策を考えるための基礎的素
養を養う。

●講義計画
第 1 回：ガイダンス

近代都市計画の変遷
田園都市、近隣住区、アテネ憲章　等

第 2 回：21世紀の都市計画
パタンランゲージ、ニューアーバニズム、「自ずと成
る」まちづくり　等

第 3 回：都市の計画体系
都市を構成する原理、各種計画制度、都市のマスター
プラン

第 4 回：都市レベルの計画と法定都市計画
土地利用の計画、都市施設の計画、市街地開発事業

第 5 回：地区レベルの計画と法定都市計画
地区まちづくり計画、地区計画制度

第 6 回：都市の景観計画
景観の概念、景観構造の読み解き、まちづくりと景
観

第 7 回：近年の主なまちづくりテーマ①
要綱とまちづくり条例、市街地の環境改善（密集、
住工混在）　等

第 8 回：近年の主なまちづくりテーマ②
ニュータウン再生、コンパクトシティ、都市のスポ
ンジ化対策　等

第 9 回：近年の主なまちづくりテーマ③
公共空間の利活用、エリアリノベーション、エリア
マネジメント　等

第10回：都市計画における住民参加
行政計画と住民参加、まちづくり学習、ワークショップ

第11回：地域コミュニティとまちづくり
生活の中のコミュニティ、住民自治の形、交流の場

第12回：まちづくりを支える仕事
専門家の役割と市民の役割、プロボノ、シティズン
シップ

第13回：フィールドワーク①
まち歩き入門（意義と効果、視点と方法）

第14回：フィールドワーク②
まち歩きの実践（まちの観察、資源の活用と課題の
解決方策の検討）

第15回：総括・討論
レポートの中間報告、質疑

●成績評価基準と方法
　授業中の発言（30％）、レポート（70％）により総合的に評
価

●テキスト又は参考文献
〔参考書〕
　日本都市計画学会関西支部・新しい都市計画教程研究会編
『都市・まちづくり学入門』学芸出版社　2011年
　その他、適宜資料を配布、指示

●受講上の留意点
　各回のテーマを生まれたまちや住んでいるまちと関係づけ、
自らの立場や視点で考えたことについて発言を求める。
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●講義の概要
　産業政策は、国が提示する産業構造ビジョンや産業上の重
要な課題の解決など、次世代産業展開に関する国や地域の構
想を政策の根幹とする。グローバル競争が激しい中、その内
容は、産業と技術の関係だけでなく大学や地域との連携も促
すなど多岐に及んでいる。本講義では、産業政策が、企業間
関係やグローバル競争および国内地域経済にどのような役割
と影響を及ぼすのか、その課題や論点は何かを、経済学の視
点から、日本とアメリカを中心に概説します。

●講義の到達目標
　今日の産業政策を経済学の視点から系統的に理解し、関連
する論点を把握し、政策的見解を的確に説明できるようにな
る。

●講義計画
第 1 回：産業政策の目的と効果、位置づけ
第 2 回：目標産業育成政策：産業構造ビジョンと産業連関的

効果
第 3 回：日本の産業政策：産業基盤政策と産業構造の高度化
第 4 回：特定地域重点発展：国土総合開発と産業発展
第 5 回：日本の省資源・省エネルギー政策
第 6 回：アメリカの産業政策：地域開発とハイテク産業推進
第 7 回：国の競争優位と産業クラスター形成政策
第 8 回：地域エコシステム構築
第 9 回：アメリカのベンチャー企業輩出推進政策
第10回：イノベーション推進政策と新産業創出支援
第11回：画一的産業政策と世界的過剰供給
第12回：工業化以降の産業政策
第13回：製造業と情報通信システムの融合
第14回：サービス・イノベーション推進政策
第15回：産業展開と政府の立場

●成績評価基準と方法
　平常点50％、期末レポート50％
　評価方法として、平常点とは、講義内容に対する質問や意
見を出すこと。期末レポート（小論文）では、自分が検討す
るテーマや検討対象とする課題の明示、論理的な説明と検討・
分析を通じて明らかにした事柄（結論）を提示できていること。
　評価方法は、講義内容に関わる専門的知識を的確に把握で
きていること（講義内容と意見が異なる点はまったく問題で
ない）、関連する論点の提示や説明とそれに対する検討のプロ
セスが読み取れ、分析を通じて導いた結論または自分の見解
が提示されていること。

●テキスト又は参考文献
　使用しない。必要に応じて、参考文献を指示し、資料を配
布する。

●受講上の留意点
　自分の研究課題を見つけるための問題意識をもつとともに、
講義を通じて研究上の着眼点を修得すること。

産業政策論
担 当 者

開講時期 単　　位

明石　芳彦
後期 2

34


